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機能要件一覧

		番号 バンゴウ		分類 ブンルイ		機能要件 キノウ ヨウケン



		1		権限 ケンゲン		申告者又は職員課担当者が本システムにログインする場合には、パスワード認証を必要とすること。 シンコクシャ マタ ショクインカタントウシャ ホン バアイ ニンショウ ヒツヨウ

		2		画面 ガメン		画面構成、画面遷移、メッセージをはじめとする操作体系、画面レイアウトに統一感があること。

		3		操作 ソウサ		パソコンでの操作の場合、キーボードおよびマウスでの操作に対応していること。 ソウサ バアイ ソウサ タイオウ

		4		画面 ガメン		本システムにログインしている間、本人であることがわかる情報（氏名など）が表示されること。 ホン カン ホンニン ジョウホウ シメイ

		5		画面 ガメン		申告者向けの操作マニュアルが事前に準備されていること。可能であれば、利用者メニューのトップページ等から、何らかの形で本システムの操作マニュアルが確認できること。 シンコク シャ ム ソウサ ジゼン ジュンビ カノウ トウ ナン カタチ ホン カクニン

		6		運用 ウンヨウ		申告や申請にかかる進捗状況を、申告者自身が確認できること。 シンコク シンセイ シンチョクジョウキョウ シンコクシャ ジシン カクニン

		7		画面 ガメン		各申告書の申告画面ごとにページが異なり、他の申告書と混同する可能性がないこと。 カク シンコク ショ シンコク ガメン コト タ シンコク ショ コンドウ カノウセイ

		8		操作 ソウサ		画面中の入力エリアのフォーカス順が適切に配慮され、キーボードのみの迅速な操作にも対応できること。
※パソコンで操作する場合 ガメン チュウ ニュウリョク ジュン テキセツ ハイリョ ジンソク ソウサ タイオウ

		9		操作 ソウサ		連続入力の想定されるデータ項目について、画面での入力項目間がタブキー等で移動できたり、連続入力に配慮したものであること。
※パソコンで操作する場合 レンゾク ニュウリョク ソウテイ コウモク ガメン ニュウリョク コウモク カン トウ イドウ レンゾク ニュウリョク ハイリョ

		10		操作 ソウサ		スマートフォンやタブレットの画面に対応していること ガメン タイオウ

		11		操作 ソウサ		データ入力後に申告内容や申請内容の入力確認が申告者側で行えること。
または確認を促す仕様となっていること。 ゴ シンコク ナイヨウ シンセイ ナイヨウ ニュウリョク カクニン シンコクシャガワ カクニン ウナガ シヨウ

		12		制御 セイギョ		データ入力時に関連する項目や既に入力された他の申告書と申告内容との複合的な入力確認が行われること。 ニュウリョク タ シンコクショ シンコク カクニン

		13		操作 ソウサ		担当の管理画面から、条件を指定（職員番号・漢字氏名・カナ氏名・所属等）した申告内容等の検索・照会が行えること。 タントウ カンリガメン シメイ シンコク ナイヨウ トウ ケンサク ショウカイ オコナ

		14		運用 ウンヨウ		日付の管理（画面・印字表示上等ユーザーが直接目にする部分）が和暦の場合、元号が変わった場合は速やかに対応できること。 バアイ

		15		帳票 チョウヒョウ		印刷可能な帳票は、イメージを画面で確認（プレビュー）できること。 インサツ カノウ

		16		制御 セイギョ		処理の実行状況が管理可能であり、誤った処理手順で処理を実行しようとした場合に、処理が実行できないようエラーチェックがかかること。

		17		制御 セイギョ		入力途中のデータ消失を避けるため、一定時間経過後に入力状態を一時保存しログアウトすること。 トチュウ ショウシツ サ

		18		制御 セイギョ		文字入力領域において、入力可能な文字数の制限ができ、制限文字数を超過する場合に自動的にエラー表示等ができること。 モジ ニュウリョク リョウイキ ニュウリョク カノウ モジスウ セイゲン セイゲン モジスウ チョウカ バアイ ジドウテキ ヒョウジ トウ

		19		運用 ウンヨウ		変動要因があるもの（申告書の項目や区分等）は極力コード化、パラメータ化されており、処理に反映することができること（制度改正等に柔軟に対応できる仕組みであること。）。 ヘンドウ ヨウイン シンコクショ コウモク クブン キョクリョク カ カ ショリ ハンエイ セイド カイセイ トウ ジュウナン タイオウ シク

		20		全般 ゼンパン		職員課担当が操作する画面から、職員番号又は職員名から特定の職員の申告内容を検索・抽出できること。 ショクインカ タントウ ソウサ ガメン マタ トクテイ シンコク ナイヨウ ケンサク

		21		全般 ゼンパン		申告者が入力した申告内容や職員の情報（氏名や生年月日、住所）は、PDF形式やエクセル形式又はCSV形式で出力できること。 シンコクナイヨウ ショクイン シメイ セイネン ガッピ ジュウショ ケイシキ ケイシキ マタ ケイシキ シュツリョク

		22		全般 ゼンパン		申告時内容を出力する際、給与の支払者の情報が表示可能であること。 シンコクジ ナイヨウ シュツリョク サイ キュウヨ シハライシャ ジョウホウ ヒョウジ カノウ

		23		全般 ゼンパン		提出に必要な証明書原本が申告者に伝わる仕様となっていること。 テイシュツ ヒツヨウ ショウメイショ ゲンポン シンコク シャ ツタ シヨウ

		24		扶養控除 フヨウ コウジョ		当年中の所得の見積額の入力欄において、収入と所得の違いが示されており、入力誤りがないよう設計されていること。 トウネン チュウ ショトク ミツモリ ガク ニュウリョク ラン

		25		扶養控除 フヨウ コウジョ		扶養親族の生年月日や同居区分など必要な情報を入力すると、16歳以上か16歳未満か、老人扶養親族かなど、正しく判定されること。 フヨウ シンゾク セイネン ガッピ ドウキョ クブン ヒツヨウ ジョウホウ ニュウリョク サイ イジョウ サイミマン ロウジンフヨウシンゾク タダ ハンテイ

		26		扶養控除 フヨウ コウジョ		寡婦やとひとり親、障害の有無やその度合いなどが入力できること。
寡婦とひとり親の違いを知らせる、または質問を通じて判別させること。 カフ オヤ ショウガイ ウム ドア ニュウリョク カフ オヤ チガ シ シツモン ツウ ハンベツ

		27		生命保険 セイメイホケン		一般の生命保険や介護保険、個人年金の額がそれぞれ入力された場合、最適な生命保険料控除額が自動で計算されること イッパン セイメイホケン カイゴホケン コジンネンキン ガク ニュウリョク バアイ サイテキ セイメイ ホケンリョウ コウジョ ガク ジドウ ケイサン

		28		地震保険 ジシン ホケン		地震と旧長期が複数入力された場合、最適な地震保険料が自動で計算されること ジシン キュウチョウキ フクスウ ニュウリョク バアイ サイテキ ジシンホケンリョウ ジドウ ケイサン

		29		社会保険 シャカイホケン		社会保険の種類によって証明書等の提出が必要であることが示されていること シャカイホケン シュルイ ショウメイショ トウ テイシュツ ヒツヨウ シメ

		30		iDeCo		企業型年金、個人型年金との入力誤りがないように設計されていること。またはその注意が促されていること。 キギョウガタ ネンキン コジンガタ ネンキン ニュウリョク アヤマ セッケイ チュウイ ウナガ

		31		基礎控除 キソ コウジョ		あなたの本年中の合計所得金額の見積額の計算の給与所得（本市から支給される給与収入）の項目が存在すること。※入力可能となっている場合、収入と所得の違いが示されており、入力誤りがないよう設計されていること。 ホンネンチュウ ゴウケイ ショトク キンガク ミツモリ ガク ケイサン キュウヨショトク ホンシ シキュウ キュウヨ シュウニュウ コウモク ソンザイ

		32		配偶者
特別控除 ハイグウシャ トクベツコウジョ		配偶者の本年中の合計所得金額の見積額において、収入と所得の違いが示されており、入力誤りがないよう設計されていること。 ハイグウシャ

		33		特定親族
特別控除 トクテイシンゾク トクベツ コウジョ		生年月日と所得から対象かどうかを判別できるようになっていること。 セイネンガッピ ショトク タイショウ ハンベツ

		34		読込 ヨミコミ		証明書の内容は、直接入力できるほか、ＯＣＲ等により、直接入力の手間が省略されていること。また、OCR等で読み取った内容は確認・修正が可能となっていること。 ショウメイショ ナイヨウ チョクセツ ニュウリョク トウ チョクセツ ニュウリョク テマ ショウリャク トウ ヨ ト ナイヨウ カクニン シュウセイ カノウ

		35		読込 ヨミコミ		見込みやお知らせといった証明書とは言えない書類も読取対象とするような設定が可能であること。 ミコ シ ショウメイショ イ ショルイ ヨ ト タイショウ セッテイ カノウ

		36		読込 ヨミコミ		同一の証明書を再度読み込んだ場合はエラー処理をすること。 ドウイツ ショウメイショ サイド ヨ コ バアイ ショリ

		37		読込 ヨミコミ		読み取った証明書の控除対象年が当年でない場合はエラー処理をすること。 ヨ ト ショウメイショ コウジョタイショウ ネン トウネン バアイ ショリ

		38		読込 ヨミコミ		読み取った証明書の契約者が職員でない場合（例えば配偶者）でも読取対象とするような設定が可能であること。 ケイヤクシャ ショクイン バアイ タト ハイグウシャ タイショウ セッテイ カノウ



&14&A	


&P / &N	




（参考）運営保守等にかかる仕様

		（参考）運用保守等に係る仕様 サンコウ ウンヨウ ホシュ

		大項目 ダイコウモク		内容 ナイヨウ

		運用管理		システム運用上必要な作業について、運用作業計画書を作成すること。

				定常作業については操作手順書を作成すること。

				運用のために、本市の施設に入退室する場合は、名札を着用する等、本市の規程に従うこと。

				障害発生に備え、システムバックアップ、データバックアップを行うこと。

				データのバックアップは最適なスケジュールにて実施し、障害発生時には前回のバックアップ時点の状態に復元できる仕組みとすること。

				障害発生時に速やかに復旧できるよう、障害発生時の連絡先、所在地等を記載した保守体制図を作成し、体制を確立すること。

				保守作業において使用したバックアップデータを記録した媒体を破棄する場合は、情報漏えいの防止のため、復元不可能な方法で消去を行い破棄すること。

				その他、障害発生を予防するために必要な保守を行うこと。

		障害保守		本市から、障害が発生した旨の連絡を受け、状況の把握等を行い、障害箇所の第１次対応を行うこと。

				障害が発生した旨の連絡を受け、速やかに障害回復を行うこと。

				保守員が現場に訪問する場合は日時を、事前に本市に連絡すること。

				保守作業後、正常動作を確認したうえで、保守報告書を提出すること。

				ソフトウェアの障害については、影響範囲の調査、即時対応及び根本対策等を実施すること。

				各種ソフトウェアやデータの復旧作業を行うこと。

				サービスレベルの水準は以下のとおりとする。なお、サービスレベルの水準を満たしていない場合は、改善計画書の作成と計画書に基づく改善を求めることができる。

				　ア　適正数の保守員を配備すること。

				　イ　障害受付時間は最低限下記の時間を含むこと。

				　　　月曜日～金曜日9：00～17：00

				　　　　※　「国民の祝日に関する法律」に定める休日（以下「法定休日」及び12月29日から1月3日まで）は除く。 ノゾ

				　　　　※　受付時間外であっても、メール・FAX等による問い合わせを受け付けること。

		データセンター要件		主回線に障害が発生した場合でも、継続してシステムが利用できること。

				大地震後、構造体の大きな補修をすることなく建築物を使用できることを目標とし、人命の安全確保に加えて機能確保が図られていること。

				電力供給については、複数系統から受電しており、万一の停電においても速やかに電力が供給されること。

				空調管理については、常時適切な温度・湿度で管理すること。

				入退室管理が行われていること（24時間365日）。

				稼働状況やリソース状況を監視し、異常を検知した場合には、関係者に緊急連絡が行われ、即座に障害復旧に当たる体制を整えていること。

				システムの安定動作を確認するため、システムのリソース状況をチェックし、通常とは異なる傾向値が出ていないか確認すること。

		メンテナンス・サポート体制		制度改正及びシステムエラー等発生時の支援体制があること。

		セキュリティ対応		情報漏洩対策や不正アクセス対策、改ざん防止策等を有していること。

				システム毎に利用者や所属単位での適切なアクセス権を与えることで、操作メニューや、権限等の制御を管理できること。

				システムの操作やアクセスログを記録・保持し、閲覧や操作の追跡が可能であること。





